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公認フォーラムについて（案）

◆インフラメンテナンスにおける課題について、
オープンイノベーションの手法により課題の
解決策を見出すための場

テーマ 実施概要

自治体支援
インフラメンテナンスへの支援が十分とは
言えない自治体の管理体制をサポートする
包括民間委託等の仕組みの確立

海外市場展開
我が国の優位技術の海外への情報発信や、
海外プロジェクトの案件形成等に必要な戦
略立案等の官民協働の活動を行う

革新的技術
インフラメンテナンスのニーズとシーズを
公開し、インフラメンテナンスへのICT・
データ分析技術等の応用を促進

技術者育成
インフラメンテナンス技術者の各機関にお
ける人材育成等の取組事例を情報共有する
ためのプラットフォームとして運営

市民参画

各地で始められている市民参画の取り組み
事例等を会員間で情報共有または広く全国
的に情報共有するためのプラットフォーム
として運営

インフラメンテナンス
国民会議 近畿本部

近畿地方における、オープンイノベーショ
ン推進・異業種交流によるメンテナンス産
業の育成・活性化、ボランティア仲介など
を行う

◆公認フォーラムの実施内容

公認フォーラムの定義

産学官民が連携する
プラットフォーム

産：建設業界、メンテナンスに関心を
寄せる異業種の企業等

学：研究シーズを持つ大学、メンテ技
術者を育成する大学等

官：ニーズを抱える地方公共団体等
民：ＮＰＯ等

◆公認フォーラムの実施手法

◆公認フォーラムの概要

フォーラムリーダー（発起企業）

フォーラムを組織（メンバー選定）

ビジネス展開（国内外問わず）

結果はインフラメンテナンスの共有財産として公開

⇓

⇓

⇓

知財関係とりまとめ等

⇐

資
金
・
メ
ン
タ
ー
支
援

（
フ
ァ
ン
ド
）

フ
ィ
ー
ル
ド
提
供

（
地
公
体
）

・課題解決型の活動として
・アイデアソン※１の開催 ・ワールドカフェ※2の開催

・機会提供型の活動として
・ピッチイベント※3の開催 ・マッチングの実施

１：特定のテーマについてグループ単位でアイデアを出し合い、それをまとめていく手法

２：カフェにいるようなリラックスした雰囲気の中、参加者が少人数に分かれたテーブルで自由に

対話を行い、他のテーブルとメンバーをシャッフルしながら話し合いを発展させていく手法

３： 短時間で自社の製品やサービスを紹介するイベント
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自治体支援フォーラムの活動内容（案）

ワールドカフェ＊の開催

○主な意見
・自治体の困っている点について、自治体職員と企業等において具体的に議論できる機会は大変貴重。
・自治体の規模別に今回のようなフォーラムを開催すると、官-民相互にとって有意義な成果が得られるのではないか。

○ワールドカフェ等を開催し、自治体の初診を実施するとともに、自治体の課題解決、自治体の
ニーズ・民間企業等のノウハウの情報交換等を促進

自治体支援フォーラム 準備会

〇日 時：９月２９日（木）
〇参加者：自治体 ５団体12名

その他参加企業・団体等 26者40名

①自治体による説明（現況、
テーマ設定等の趣旨説明）

②民間企業等による知恵
やアイデアの紹介

③課題解決に向けた方向
性などを議論

ワールドカフェのイメージ

〇実施内容： ①自治体によるテーマ等の趣旨説明
②ワールドカフェ
③発表

・自治体がメンテナンスに係る課題（テーマ）を提示し、それらの課題（テーマ）に対し、民間企業等の知恵
やアイデアを紹介する。
・課題の深掘りを行い、民間企業等の知恵やアイデアを踏まえた課題解決に向けた方向性などを議論する。

＊ワールドカフェ：カフェにいるようなリラックスした雰囲気の中、参加者が少人数に分かれたテーブルで自由に 対話を行い、
他のテーブルとメンバーをシャッフルしながら話し合いを発展させていく手法

④複数回、班をシャッフル
しながら議論を発展

⑤発表

※９月２９日（木）自治体支援フォーラム準備会の様子から引用
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メンテソリューソン＊（仮称）の開催

○主な意見

・現場の管理者や点検するコンサルタントとの意見交換が大切

・発注者のニーズを踏まえたテーマ設定が必要

・テーマのカテゴライズ、絞り込みが重要 など

○ ピッチ、ワークショップ等により施設管理者と企業のニーズ・シーズ情報交換や異業種交流の場を創出

○ 交流やマッチングをきっかけとした企業マッチングや技術開発の実証フィールド等をメンター等による
助言、伴走を得てコーディネート

革新的技術フォーラム 準備会 日 時：８月２４日（水）
参加者：３１者４５人

① 施設管理者による
課題の発表

② 民間企業等による
技術の紹介

○ 適宜iPadから質問 ○ 適宜iPadからの
質問への回答

④ 解決策や残された
課題を共有

③ 課題の解決策等を
全体で議論

ソリューソンのイメージ

①フォーラムの進め方、実施内容

②ピッチイベントの開催テーマ、進め方 等をワークショップ形式で議論

8月4日（木）ピッチイベントの様子（協力：富士ゼロックス）から引用

革新的技術フォーラムの活動内容（メンテソリューソン）（案）

・施設管理者がメンテナンスに係る課題を提示し、それらの課題に対し、民間企業・団体が技術・サービス等を紹介。

・施設管理者側の解決策や残された課題のほか、企業側の技術開発の新たな方向性等を議論する。

＊ソリューソン… ソリューション＋マラソンの造語
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インフラメンテナンス国民会議

設立の背景
■ インフラは豊かな国民生活、社会経済を支える基盤であり、急速にインフラ老朽化が進む中で施
設管理者は限られた予算の中で対応しなければならず、インフラメンテナンスを効率的、効果的に
行う体制を確保することが喫緊の課題

■ 豊かな国民生活を送る上でインフラメンテナンスは国民一人ひとりにとって重要であることから、
インフラメンテナンスに社会全体で取り組むパラダイムの転換が必要

目的
1. 革新的技術の発掘と社会実装

2. 企業等の連携の促進

3. インフラメンテナンスの理念の普及

4. インフラメンテナンスへの市民参画の推進

国民会議の性格

産官学民が連携するプラットフォーム

■

設立の
位置付け

■ 社会資本整備審議会･交通政策審議会技術分科会技術部会 提言（平成27年2月）
「社会資本のメンテナンス情報に関わる３つのミッションとその推進方策」

■ 日本再興戦略改訂2015-未来への投資・生産性革命-（平成27年6月30日閣議決定）

■ 日本再興戦略2016-第４次産業革命に向けて-（平成28年6月2日閣議決定）

■ 政務官勉強会 提言（平成28年7月29日）

準備状況
■ 意見交換会（平成27年11月～12月、平成28年4月）２回
■ 部会・フォーラム準備会（平成28年6月2日～9月29日）述べ11回－24－



インフラメンテナンス国民会議の主な活動（案）

国民会議への入会希望者数
１７７者（企業等８６、団体１５、自治体７６）
〈平成２８年１１月７日時点〉

支援

組織体制

自治体支援

総 会

国（国土交通省および関係省庁）

企画部会

■ 会長 ■ 副会長

実行委員会

企画等

広報部会

インフラメンテナンスの理念
普及、国民会議の広報

自治体の課題解決、
自治体のニーズ・民間
企業等のノウハウの
情報交換

海外市場展開

オープンイノベーション
による異業種の連携
や技術の融合、マッチ
ング

革新的技術

公認フォーラム

技術者育成

地域における技術者
育成の活動を支援

市民参画

インフラやメンテナンス
への関わりを深める
ための実践活動を展開

近畿本部

近畿地方における
オープンイノベーシ
ョン推進・ボランテ
ィア仲介等

海外への情報発信や
海外展開案件形成

国民会議全体の運営

インフラメンテナンス大賞

建設業 24
建設コンサルタント・測量 21
ICT 11
点検・センサー 9
材料 4
保険 1
地図 1
NPO 5
研究機関 2 など

〈企業等内訳〉

※ 国民会議準備会等でも議論されてきた内容をまとめたもの
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メンテナンス技術の提案・議論の場の開催

○具体的な施設管理者のニーズや技術の課題を明確化し、解決のシーズ技術を持つ企業の参入を促進

○技術開発成果の社会実装を目標とし、施設管理者とさまざまな業種の企業等がオープンイノベーション
により技術開発を促進

○技術開発にあたり企業マッチングや技術開発の実証フィールド等をコーディネート

革新的技術フォーラム

・施設管理者がメンテナンスに係る課題を提示し、それらに対し、

課題解決意欲の高い民間企業・団体が解決策となる技術等を提案

し、マッチング

・施設管理者側の解決策や残された課題のほか、企業側の技術開発

の新たな方向性等をオープンイノベーションの手法で議論

企業マッチングのコーディネート

○×株式会社 △△市役所

我が社の技術を
活用できないか

実証フィールド
を提供します

我が社の技術を
活用できないか

コラボ技術を
提案します

×○株式会社■◇県庁

こんな技術が
欲しい

我が社の技術
を提供します

①民－民

②民－官

③官－民

民

民

民官

官

民

凹凸株式会社 株式会社凸凹
陸上・水中レーザードローン

革新的河川管理プロジェクト ＩｏＴの活用、ビックデータの活用 など

・ ２００ｍ間の河川の形状が不明
・ 現在のドローン測量では植生下は×
・ 航空レーザー測量はコスト大

課題

・ 航空レーザー測量システムを
超小型化し、ドローンに搭載

・ グリーンレーザーにより水中も測量
・ 低空からの高密度測量

緑色レーザーは、
水部内を透過する

ドローン

自動検出技術

ビックデータ

面的連続データによる河川管理へ

堤防管理の高度化を実現

革新的技術の導入に関するテーマ（案）～設立と同時に具体的なテーマを公募～
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自治体支援フォーラム

グループ討議の開催

○主な意見
・自治体の困っている点について、自治体職員と企業等において具体的に議論できる機会は大変貴重。
・自治体の規模別に今回のようなフォーラムを開催すると、官-民相互にとって有意義な成果が得られるのではないか。

○自治体等が包括的民間委託等の制度を運用する上での課題を明確化し、グループ討議等の実施に
より、自治体や民間企業等のノウハウの情報交換等を促進

自治体支援フォーラム 準備会

〇日 時：９月２９日（木）
〇参加者：自治体 ５団体12名

その他参加企業・団体等 26者40名

グループ討議のイメージ

〇実施内容： ①自治体によるテーマ等の趣旨説明
②グループ討議
③発表

・自治体がメンテナンスに係る課題（テーマ）を提示し、それらの課題（テーマ）に対し、他の自治体の経験

や民間企業等のノウハウ、知恵やアイデアを紹介する。

・課題の深掘りを行い、民間企業等の知恵やアイデアを踏まえた課題解決に向けた方向性などを議論する。

※９月２９日（木）自治体支援フォーラム準備会の様子から引用

①自治体による説明（現況、

テーマ設定等の趣旨説明）
②他の自治体や民間企業
等による情報の紹介

③課題解決に向けた方向
性などを議論

④複数回、班をシャッフル
しながら議論を発展

⑤自治体側の今後の検討
課題の発表
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国民へのメンテナンスの理念の普及等を図るため、インフラメンテナンス大賞を実施します。
日本国内のインフラメンテナンスに係る優れた取組や技術開発を表彰し、ベストプラクティスとし
て広く世の中に紹介

インフラメンテナンス大賞の概要（案）

１ 主催者 国土交通省・総務省・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・防衛省

２ 表彰時期 毎年開催

３ 表彰対象

インフラメンテナンスにかかる特に優れた取組・技術開発

ア）メンテナンス実施現場における工夫部門

イ）メンテナンスを支える活動部門

ウ）技術開発部門

４ 審査方法 有識者による選考委員会にて審査・選出

５ 表彰の種類 国土交通他５大臣賞／特別賞／優秀賞

６ 事務局
国土交通省総合政策局公共事業企画調整課

国土交通省大臣官房公共事業調査室

想定スケジュール

平成２８年１１月

募集

平成２９年１月

審査

平成２９年３月

結果公表

平成２９年夏頃

表彰式

・日本再興戦略（改訂2015）：戦略市場創造プラン『安全・便利で経済的な次世代インフラの構築』
インフラメンテナンス産業の育成・活性化を図るため、（中略）ベストプラクティスを表彰し理念を普及するインフラメンテナンス大賞（仮称）を創設する

閣議決定文書への記載

各大臣賞

特別賞
（大臣賞に準ずるもの

を審査委員が選定）

優秀賞

（国土交通大臣賞・総務大臣賞・

文部科学大臣賞・厚生労働大臣賞・

農林水産大臣賞・防衛大臣賞）

ベストプラクティス
の紹介

インフラメンテナンスに関わる事業者、団体、研究者等の取組を促進

インフラメンテナンスの理念の普及

メンテナンス産業の活性化

インフラメンテナンス大賞
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